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議案番号 議案の件名 議案の主な内容

第59号議案
朝倉市同報系防災行政無線戸別受信
機分担金徴収条例の制定について

市が貸与する同報系防災行政無線の戸別受信機の設置に要する費
用に充てるため、受益者から徴収する分担金について必要な事項
を定めるもの
【主な内容】
１．貸与の対象　市内に住所を有する世帯主及び市内の事業者
（市内に住所を有しなくなったとき又は戸別受信機が不要となっ
たときは市へ返還）
２．分担金の額　戸別受信機１台につき５，０００円

◎可決

第56号議案
朝倉市印鑑条例の一部を改正する条
例の制定について

個人番号カードを利用した印鑑登録証明書の交付を行う
【改正内容】コンビニエンスストア等に設置された多機能端末を
利用し、印鑑登録証明書を発行する

◎可決

第57号議案
朝倉市家庭的保育事業等の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例の制定について

国の基準改正に伴い、規定の整理を行うもの
【改正内容】
厚生労働大臣→内閣総理大臣

◎可決

第58号議案

朝倉市特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例
の制定について

国の基準改正に伴い、規定の整理を行うもの
【改正内容】
厚生労働大臣→内閣総理大臣
同省令→同令

◎可決

報告第３号 令和４年度朝倉市一般会計予算の繰越明許費の報告について 報告済

報告第４号 令和４年度朝倉市一般会計予算の事故繰越しの報告について 報告済

報告第５号 令和４年度朝倉市水道事業会計予算の繰越しの報告について 報告済

報告第６号 令和４年度朝倉市下水道事業会計予算の繰越しの報告について 報告済

報告第７号 令和４年度公益財団法人あまぎ水の文化村の決算について 報告済

報告第８号 令和５年度公益財団法人あまぎ水の文化村の事業計画について 報告済

報告第９号 令和４年度株式会社ガマダスの決算について 報告済

報告第10号 令和５年度株式会社ガマダスの事業計画について 報告済

報告第11号 令和４年度株式会社三連水車の里あさくらの決算について 報告済

報告第12号 令和５年度株式会社三連水車の里あさくらの事業計画について 報告済

第55号議案 ◎可決

発議案第３号 ◎可決

決議案第２号 ◎可決

議員の派遣について

第５９号議案朝倉市同報系防災行政無線戸別受信機分担金徴収条例に対する附帯決議について

◎…全会一致
○…賛成多数
※…討論あり

令和５年度朝倉市一般会計補正予算（第３号）について

第５９号議案朝倉市同報系防災行政無線戸別受信機分担金徴収条例に対する附帯決議

第５９号議案原案は、防災行政無線放送のより確かな伝達を図る目的において、多くの住民の命及び安心・

安全を守るために必要な措置であると認める。

ただし、その執行に当たっては、戸別受信機を真に必要とする世帯等への配備を円滑に進めるため、条例第

６条「分担金の還付、減免又は徴収猶予」の規定の弾力的な運用が望まれるところである。

また、広範な面積を有する本市においては、住民の安全確保のため、刻々と変化する地域ごとの状況に即し

た、災害関連情報の迅速かつ的確な提供が必要なことは明らかである。

このことから、情報伝達の将来的な在り方については熟慮を重ね、地域の声に耳を傾けながら、住民の適切

な避難行動へ繋げるための計画性ある施策が展開されることを要請するものである。

令和５年６月２８日 朝倉市議会

総務文教常任委員長から提出された次の附帯決議を全会一致で可決し、市長に送付しました。

※附帯決議とは･････可決した議案の内容を実際に行う際の留意事項、要望等を
議会の意思としてまとめたもの。

附帯決議を可決 ▶ P.4 上段に関連記事

【定例会審議結果】

　印鑑登録証明書の交付申請には、市役所窓口で

印鑑登録証を提示する必要がありました。

　条例改正により、個人番号カードと暗証番号を

利用してのコンビニ交付が可能となります。

　　　　　　　（施行日：令和５年１０月２日）

　　　　　　　　　　　　　▶ 委員会審査 Ｐ.４

朝倉市印鑑条例の一部を改正

　市が貸与する同報系防災行政無線の戸別受信

機を設置する場合、使用者が納入する分担金を

5,000円とします。

　　　　　　　　　　　　▶ 委員会審査 Ｐ.４

朝倉市同報系防災行政無線
戸別受信機分担金徴収条例を制定

　エネルギー等の価格高騰の影響を受けた市内

事業者の負担軽減のため、支援金を交付します。

申請期間：令和５年７月１日(土)～１０月２日(月)

対象経費：市内事業所で使用される光熱費及び燃料費

（１事業者あたりの補助上限額：３０万円）

詳しくは商工観光課　０９４６-２８-７８６２（直通）まで。

　　　　　　　　　　　　　▶ 委員会審査 Ｐ.５

エネルギー等高騰対策
事業者支援

【定例会概要】

６
月
定
例
会
(
６
月
13
日
〜
28
日
)

　６
月
定
例
会
で
は
、
７
件

の
議
案
を
審
議
、
可
決
し
ま

し
た
。

　物
価
高
騰
対
策
の
た
め
の

補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
、
各

委
員
会
で
慎
重
に
審
査
し
ま

し
た
。

　審
議
を
行
っ
た
議
案
の
概

要
を
紹
介
し
ま
す
。

スマートフォン決済を使用した時に、最大２０％

ポイントを付与します。

実施期間：令和５年１０月（１ヶ月間）

（上限:１回1,000円、期間中5,000円）

詳しくは商工観光課　０９４６-２８-７８６２

（直通）まで。

キャッシュレス決済キャンペーン事業

※写真はイメージです。
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議案番号 議案の件名 議案の主な内容

第59号議案
朝倉市同報系防災行政無線戸別受信
機分担金徴収条例の制定について

市が貸与する同報系防災行政無線の戸別受信機の設置に要する費
用に充てるため、受益者から徴収する分担金について必要な事項
を定めるもの
【主な内容】
１．貸与の対象　市内に住所を有する世帯主及び市内の事業者
（市内に住所を有しなくなったとき又は戸別受信機が不要となっ
たときは市へ返還）
２．分担金の額　戸別受信機１台につき５，０００円

◎可決

第56号議案
朝倉市印鑑条例の一部を改正する条
例の制定について

個人番号カードを利用した印鑑登録証明書の交付を行う
【改正内容】コンビニエンスストア等に設置された多機能端末を
利用し、印鑑登録証明書を発行する

◎可決

第57号議案
朝倉市家庭的保育事業等の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例の制定について

国の基準改正に伴い、規定の整理を行うもの
【改正内容】
厚生労働大臣→内閣総理大臣

◎可決

第58号議案

朝倉市特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例
の制定について

国の基準改正に伴い、規定の整理を行うもの
【改正内容】
厚生労働大臣→内閣総理大臣
同省令→同令

◎可決

報告第３号 令和４年度朝倉市一般会計予算の繰越明許費の報告について 報告済

報告第４号 令和４年度朝倉市一般会計予算の事故繰越しの報告について 報告済

報告第５号 令和４年度朝倉市水道事業会計予算の繰越しの報告について 報告済

報告第６号 令和４年度朝倉市下水道事業会計予算の繰越しの報告について 報告済

報告第７号 令和４年度公益財団法人あまぎ水の文化村の決算について 報告済

報告第８号 令和５年度公益財団法人あまぎ水の文化村の事業計画について 報告済

報告第９号 令和４年度株式会社ガマダスの決算について 報告済

報告第10号 令和５年度株式会社ガマダスの事業計画について 報告済

報告第11号 令和４年度株式会社三連水車の里あさくらの決算について 報告済

報告第12号 令和５年度株式会社三連水車の里あさくらの事業計画について 報告済

第55号議案 ◎可決

発議案第３号 ◎可決

決議案第２号 ◎可決

議員の派遣について

第５９号議案朝倉市同報系防災行政無線戸別受信機分担金徴収条例に対する附帯決議について

◎…全会一致
○…賛成多数
※…討論あり

令和５年度朝倉市一般会計補正予算（第３号）について

第５９号議案朝倉市同報系防災行政無線戸別受信機分担金徴収条例に対する附帯決議

第５９号議案原案は、防災行政無線放送のより確かな伝達を図る目的において、多くの住民の命及び安心・

安全を守るために必要な措置であると認める。

ただし、その執行に当たっては、戸別受信機を真に必要とする世帯等への配備を円滑に進めるため、条例第

６条「分担金の還付、減免又は徴収猶予」の規定の弾力的な運用が望まれるところである。

また、広範な面積を有する本市においては、住民の安全確保のため、刻々と変化する地域ごとの状況に即し

た、災害関連情報の迅速かつ的確な提供が必要なことは明らかである。

このことから、情報伝達の将来的な在り方については熟慮を重ね、地域の声に耳を傾けながら、住民の適切

な避難行動へ繋げるための計画性ある施策が展開されることを要請するものである。

令和５年６月２８日 朝倉市議会

総務文教常任委員長から提出された次の附帯決議を全会一致で可決し、市長に送付しました。

※附帯決議とは･････可決した議案の内容を実際に行う際の留意事項、要望等を
議会の意思としてまとめたもの。

附帯決議を可決 ▶ P.4 上段に関連記事

【定例会審議結果】

　印鑑登録証明書の交付申請には、市役所窓口で

印鑑登録証を提示する必要がありました。

　条例改正により、個人番号カードと暗証番号を

利用してのコンビニ交付が可能となります。

　　　　　　　（施行日：令和５年１０月２日）

　　　　　　　　　　　　　▶ 委員会審査 Ｐ.４

朝倉市印鑑条例の一部を改正

　市が貸与する同報系防災行政無線の戸別受信

機を設置する場合、使用者が納入する分担金を

5,000円とします。

　　　　　　　　　　　　▶ 委員会審査 Ｐ.４

朝倉市同報系防災行政無線
戸別受信機分担金徴収条例を制定

　エネルギー等の価格高騰の影響を受けた市内

事業者の負担軽減のため、支援金を交付します。

申請期間：令和５年７月１日(土)～１０月２日(月)

対象経費：市内事業所で使用される光熱費及び燃料費

（１事業者あたりの補助上限額：３０万円）

詳しくは商工観光課　０９４６-２８-７８６２（直通）まで。

　　　　　　　　　　　　　▶ 委員会審査 Ｐ.５

エネルギー等高騰対策
事業者支援

【定例会概要】

６
月
定
例
会
(
６
月
13
日
〜
28
日
)

　６
月
定
例
会
で
は
、
７
件

の
議
案
を
審
議
、
可
決
し
ま

し
た
。

　物
価
高
騰
対
策
の
た
め
の

補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
、
各

委
員
会
で
慎
重
に
審
査
し
ま

し
た
。

　審
議
を
行
っ
た
議
案
の
概

要
を
紹
介
し
ま
す
。

スマートフォン決済を使用した時に、最大２０％

ポイントを付与します。

実施期間：令和５年１０月（１ヶ月間）

（上限:１回1,000円、期間中5,000円）

詳しくは商工観光課　０９４６-２８-７８６２

（直通）まで。

キャッシュレス決済キャンペーン事業

※写真はイメージです。
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詳細かつ慎重に 市政をチェック 本会議での委員長報告の動画はこちら 常任委員会　審査結果

常任委員会では、議案の詳細な審査と本会議への審査結果報告を行います。ここではその一部を紹介します。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

命
を
守
る
防
災
情
報
提
供
の
在
り
方
は

戸
別
受
信
機
設
置
の
一
部
負
担

　
希
望
多
数
の
場
合
は
、
土
砂
災

害
(
特
別
)
警
戒
区
域
、
洪
水
浸

水
想
定
区
域
等
に
居
住
さ
れ
て
い

る
世
帯
を
優
先
に
配
備
す
る
。
そ

の
他
の
地
域
の
世
帯
も
、
申
請
に

よ
り
設
置
し
て
い
く
。

　
優
先
配
備
さ
れ
る
世
帯
は
。

　
屋
外
の
防
災
行
政
無
線
放
送
が

聞
こ
え
な
い
状
況
を
少
し
で
も
改
善

す
る
た
め
の
措
置
で
あ
る
。
有
線
放

送
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
無
線
放
送
の
聴

取
世
帯
が
一
部
費
用
の
負
担
を
し
て

い
る
の
と
同
じ
考
え
方
で
、
分
担
金

の
負
担
を
お
願
い
し
た
い
。
た
だ
し
、

要
件
に
該
当
す
れ
ば
、
減
免
や
徴
収

猶
予
の
対
象
と
な
る
。

　
防
災
情
報
の
市
民
へ
の
提
供
は

行
政
の
責
務
で
あ
り
、
分
担
金
の

徴
収
は
お
か
し
い
の
で
は
。

有
効
な
情
報
伝
達
手
段
の
検
討
を

　
分
担
金
徴
収
に
係
る
減
免
等
の

規
定
の
弾
力
的
な
運
用
お
よ
び
住

民
の
適
切
な
避
難
行
動
へ
繋
げ
る

た
め
の
計
画
性
あ
る
施
策
の
展
開

を
求
め
る
。

地
域
放
送
の
考
え
方
は

　
防
災
行
政
無
線
放
送
の
み
の
受
信

機
で
あ
る
。
屋
内
で
防
災
行
政
無
線

放
送
を
聴
取
可
能
と
す
る
た
め
の
も

の
と
し
て
、
設
置
を
考
え
て
い
る
。

　
委
員
会
審
査
を
踏
ま
え
、
以
下
の

附
帯
決
議
を
可
決
し
た
。

　
戸
別
受
信
機
は
地
域
放
送
と
し

て
の
活
用
は
で
き
な
い
の
か
。

環
境
民
生
常
任
委
員
会

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
す

コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
つ
い
て

保
育
所
等
へ
の
給
食
費
支
援
事
業

　
窓
口
で
の
発
行
件
数
の
約
７
割
を

占
め
る
「
住
民
票
の
写
し
」
と
「
印

鑑
登
録
証
明
書
」
を
、
全
国
の
約
５

万
４
千
店
舗
の
コ
ン
ビ
ニ
等
に
お
い

て
、
朝
６
時
30
分
か
ら
夜
11
時
ま
で
、

土
日
・
祝
日
も
交
付
で
き
る
。
ま
た
、

発
行
手
数
料
も
、
市
役
所
窓
口
と
コ

ン
ビ
ニ
交
付
、
ど
ち
ら
も
１
通
300
円

で
あ
り
、
現
在
の
発
行
手
数
料
と
変

わ
ら
な
い
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用
し
、

コ
ン
ビ
ニ
で
の
「
住
民
票
の
写
し
」

と
「
印
鑑
登
録
証
明
書
」
の
交
付

が
10
月
２
日
か
ら
可
能
と
な
る
が
、

導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
公
金
受
取
口
座
の
登
録
を
す
る

際
に
、
本
人
で
は
な
く
家
族
名
義

の
口
座
等
を
登
録
し
て
い
る
こ
と

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
役
所
窓
口
で
の
受
付
に
お
い
て

は
、
口
座
名
義
に
関
す
る
説
明
・
確

認
を
行
う
こ
と
や
、
入
力
端
末
画
面

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
ト
ラ
ブ
ル

に
関
す
る
報
道
に
つ
い
て
。

　
給
食
等
の
食
材
費
が
高
騰
す
る

中
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
抑

え
、
給
食
等
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や

質
、
量
を
維
持
す
る
た
め
、
食
材

費
の
物
価
高
騰
分
を
支
援
す
る
。

期
間
は
１
年
間
。
予
算
は
国
・
県

の
交
付
金
を
充
て
る
。

　
支
援
内
容
は
、
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。
ま
た
、
実
施
す
る
期
間
は
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

環
境
民
生
常
任
委
員
会

朝
倉
診
療
所
を

　
　
　
　
　
視
察
し
ま
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
高
騰
対
策
事
業
者
支
援
金

事
業
者
へ
の
支
援

　
昨
年
の
実
績
を
参
考
に
平
均
補

助
額
と
予
想
申
請
件
数
を
想
定
し

て
算
出
し
た
上
で
、
昨
年
申
請
者

の
２
倍
の
申
請
が
あ
る
見
込
み
を

予
算
計
上
し
て
い
る
。

　
補
助
額
に
つ
い
て
、
事
業
者
の

話
に
よ
る
と
昨
年
は
手
続
き
が
面

倒
と
の
理
由
で
申
請
が
少
な
か
っ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
予
算
額
は

ど
の
よ
う
に
算
出
し
て
い
る
の
か
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

　
　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

　
令
和
３
年
12
月
時
点
で
、
７
５

６
か
所
に
決
済
用
バ
ー
コ
ー
ド
の

設
置
が
あ
っ
た
。
今
回
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
現
時
点
で
８
９
２
か
所

で
あ
っ
た
。
店
舗
数
の
増
加
と
は

直
結
し
て
い
な
い
が
、
一
定
の
増

加
が
認
め
ら
れ
る
。
今
回
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
、
取
引
店
が
１
０
０

店
舗
ほ
ど
増
え
れ
ば
、
さ
ら
に
効

果
が
上
が
る
。

　
取
引
店
の
拡
大
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
お
い
て
重
要
と
考
え
る
。
効

果
は
上
が
っ
て
い
る
の
か
。

農
業
経
営
者
へ
の
支
援

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
悪
化

に
よ
り
、
肥
料
等
の
価
格
が
高
騰

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
令
和

４
年
度
に
引
き
続
き
、
化
学
肥
料

の
低
減
に
取
り
組
む
農
業
者
に
対

し
、
令
和
４
年
11
月
か
ら
令
和
５

年
５
月
購
入
の
春
用
肥
料
の
経
費

の
う
ち
、
肥
料
価
格
が
上
昇
し
た

分
に
つ
い
て
一
部
助
成
を
行
う
。

防災行政無線放送が聞こえない世帯に対応します

６
月
20
日
、
環
境
民
生
常
任
委

員
会
で
、
朝
倉
診
療
所
を
視
察
し

ま
し
た
。

朝
倉
診
療
所
は
、
旧
朝
倉
町
直
営

の
診
療
所
と
し
て
昭
和
24
年
に
開
設

さ
れ
、
現
在
の
施
設
は
昭
和
48
年
に

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
建
設

か
ら
50
年
が
経
過
し
て
お
り
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
劣
化
・
壁
の
亀
裂
、
一

括
集
中
管
理
の
空
調
機
器
の
運
用
停

止
、
給
排
水
管
の
一
部
が
利
用
で
き

な
い
な
ど
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う

課
題
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
関
し
て

も
、
診
療
所
の
玄
関
な
ど
に
段
差
が

あ
る
た
め
、
来
所
者
の
転
倒
の
恐
れ

が
あ
る
こ
と
や
、
検
査
室
が
分
散
し

て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
受
診
者
の
動

線
が
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
に

お
い
て
は
、
床
下
浸
水
の
被
害
を
受

け
て
お
り
、
診
療
所
へ
の
道
路
も
冠

水
し
た
た
め
、
施
設
が
孤
立
す
る
事

態
と
な
り
、
医
療
機
関
と
し
て
の
役

割
が
果
た
せ
な
い
状
況
と
な
り
ま
し

た
。こ

れ
ら
の
課
題
を
受
け
、
市
で
は

朝
倉
診
療
所
の
施
設
整
備
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

地
域
の
医
療
施
設
と
し
て
、
安
定

し
た
持
続
可
能
な
診
療
や
検
査
が
提

供
で
き
る
環
境
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

施設内や外観の状態を確認

現在の朝倉診療所

農業支援に取り組みます

コンビニ交付（イメージ）

附
帯
決
議

※写真はイメージです。

の
ロ
グ
ア
ウ
ト
を
徹
底
す
る
等
、
職

員
に
対
し
継
続
し
て
注
意
を
促
し
て

い
る
。
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詳細かつ慎重に 市政をチェック 本会議での委員長報告の動画はこちら 常任委員会　審査結果

常任委員会では、議案の詳細な審査と本会議への審査結果報告を行います。ここではその一部を紹介します。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

命
を
守
る
防
災
情
報
提
供
の
在
り
方
は

戸
別
受
信
機
設
置
の
一
部
負
担

　
希
望
多
数
の
場
合
は
、
土
砂
災

害
(
特
別
)
警
戒
区
域
、
洪
水
浸

水
想
定
区
域
等
に
居
住
さ
れ
て
い

る
世
帯
を
優
先
に
配
備
す
る
。
そ

の
他
の
地
域
の
世
帯
も
、
申
請
に

よ
り
設
置
し
て
い
く
。

　
優
先
配
備
さ
れ
る
世
帯
は
。

　
屋
外
の
防
災
行
政
無
線
放
送
が

聞
こ
え
な
い
状
況
を
少
し
で
も
改
善

す
る
た
め
の
措
置
で
あ
る
。
有
線
放

送
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
無
線
放
送
の
聴

取
世
帯
が
一
部
費
用
の
負
担
を
し
て

い
る
の
と
同
じ
考
え
方
で
、
分
担
金

の
負
担
を
お
願
い
し
た
い
。
た
だ
し
、

要
件
に
該
当
す
れ
ば
、
減
免
や
徴
収

猶
予
の
対
象
と
な
る
。

　
防
災
情
報
の
市
民
へ
の
提
供
は

行
政
の
責
務
で
あ
り
、
分
担
金
の

徴
収
は
お
か
し
い
の
で
は
。

有
効
な
情
報
伝
達
手
段
の
検
討
を

　
分
担
金
徴
収
に
係
る
減
免
等
の

規
定
の
弾
力
的
な
運
用
お
よ
び
住

民
の
適
切
な
避
難
行
動
へ
繋
げ
る

た
め
の
計
画
性
あ
る
施
策
の
展
開

を
求
め
る
。

地
域
放
送
の
考
え
方
は

　
防
災
行
政
無
線
放
送
の
み
の
受
信

機
で
あ
る
。
屋
内
で
防
災
行
政
無
線

放
送
を
聴
取
可
能
と
す
る
た
め
の
も

の
と
し
て
、
設
置
を
考
え
て
い
る
。

　
委
員
会
審
査
を
踏
ま
え
、
以
下
の

附
帯
決
議
を
可
決
し
た
。

　
戸
別
受
信
機
は
地
域
放
送
と
し

て
の
活
用
は
で
き
な
い
の
か
。

環
境
民
生
常
任
委
員
会

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
す

コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
つ
い
て

保
育
所
等
へ
の
給
食
費
支
援
事
業

　
窓
口
で
の
発
行
件
数
の
約
７
割
を

占
め
る
「
住
民
票
の
写
し
」
と
「
印

鑑
登
録
証
明
書
」
を
、
全
国
の
約
５

万
４
千
店
舗
の
コ
ン
ビ
ニ
等
に
お
い

て
、
朝
６
時
30
分
か
ら
夜
11
時
ま
で
、

土
日
・
祝
日
も
交
付
で
き
る
。
ま
た
、

発
行
手
数
料
も
、
市
役
所
窓
口
と
コ

ン
ビ
ニ
交
付
、
ど
ち
ら
も
１
通
300
円

で
あ
り
、
現
在
の
発
行
手
数
料
と
変

わ
ら
な
い
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用
し
、

コ
ン
ビ
ニ
で
の
「
住
民
票
の
写
し
」

と
「
印
鑑
登
録
証
明
書
」
の
交
付

が
10
月
２
日
か
ら
可
能
と
な
る
が
、

導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
公
金
受
取
口
座
の
登
録
を
す
る

際
に
、
本
人
で
は
な
く
家
族
名
義

の
口
座
等
を
登
録
し
て
い
る
こ
と

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
役
所
窓
口
で
の
受
付
に
お
い
て

は
、
口
座
名
義
に
関
す
る
説
明
・
確

認
を
行
う
こ
と
や
、
入
力
端
末
画
面

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
ト
ラ
ブ
ル

に
関
す
る
報
道
に
つ
い
て
。

　
給
食
等
の
食
材
費
が
高
騰
す
る

中
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
抑

え
、
給
食
等
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や

質
、
量
を
維
持
す
る
た
め
、
食
材

費
の
物
価
高
騰
分
を
支
援
す
る
。

期
間
は
１
年
間
。
予
算
は
国
・
県

の
交
付
金
を
充
て
る
。

　
支
援
内
容
は
、
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。
ま
た
、
実
施
す
る
期
間
は
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

環
境
民
生
常
任
委
員
会

朝
倉
診
療
所
を

　
　
　
　
　
視
察
し
ま
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
高
騰
対
策
事
業
者
支
援
金

事
業
者
へ
の
支
援

　
昨
年
の
実
績
を
参
考
に
平
均
補

助
額
と
予
想
申
請
件
数
を
想
定
し

て
算
出
し
た
上
で
、
昨
年
申
請
者

の
２
倍
の
申
請
が
あ
る
見
込
み
を

予
算
計
上
し
て
い
る
。

　
補
助
額
に
つ
い
て
、
事
業
者
の

話
に
よ
る
と
昨
年
は
手
続
き
が
面

倒
と
の
理
由
で
申
請
が
少
な
か
っ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
予
算
額
は

ど
の
よ
う
に
算
出
し
て
い
る
の
か
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

　
　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

　
令
和
３
年
12
月
時
点
で
、
７
５

６
か
所
に
決
済
用
バ
ー
コ
ー
ド
の

設
置
が
あ
っ
た
。
今
回
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
現
時
点
で
８
９
２
か
所

で
あ
っ
た
。
店
舗
数
の
増
加
と
は

直
結
し
て
い
な
い
が
、
一
定
の
増

加
が
認
め
ら
れ
る
。
今
回
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
、
取
引
店
が
１
０
０

店
舗
ほ
ど
増
え
れ
ば
、
さ
ら
に
効

果
が
上
が
る
。

　
取
引
店
の
拡
大
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
お
い
て
重
要
と
考
え
る
。
効

果
は
上
が
っ
て
い
る
の
か
。

農
業
経
営
者
へ
の
支
援

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
悪
化

に
よ
り
、
肥
料
等
の
価
格
が
高
騰

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
令
和

４
年
度
に
引
き
続
き
、
化
学
肥
料

の
低
減
に
取
り
組
む
農
業
者
に
対

し
、
令
和
４
年
11
月
か
ら
令
和
５

年
５
月
購
入
の
春
用
肥
料
の
経
費

の
う
ち
、
肥
料
価
格
が
上
昇
し
た

分
に
つ
い
て
一
部
助
成
を
行
う
。

防災行政無線放送が聞こえない世帯に対応します

６
月
20
日
、
環
境
民
生
常
任
委

員
会
で
、
朝
倉
診
療
所
を
視
察
し

ま
し
た
。

朝
倉
診
療
所
は
、
旧
朝
倉
町
直
営

の
診
療
所
と
し
て
昭
和
24
年
に
開
設

さ
れ
、
現
在
の
施
設
は
昭
和
48
年
に

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
建
設

か
ら
50
年
が
経
過
し
て
お
り
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
劣
化
・
壁
の
亀
裂
、
一

括
集
中
管
理
の
空
調
機
器
の
運
用
停

止
、
給
排
水
管
の
一
部
が
利
用
で
き

な
い
な
ど
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う

課
題
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
関
し
て

も
、
診
療
所
の
玄
関
な
ど
に
段
差
が

あ
る
た
め
、
来
所
者
の
転
倒
の
恐
れ

が
あ
る
こ
と
や
、
検
査
室
が
分
散
し

て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
受
診
者
の
動

線
が
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
に

お
い
て
は
、
床
下
浸
水
の
被
害
を
受

け
て
お
り
、
診
療
所
へ
の
道
路
も
冠

水
し
た
た
め
、
施
設
が
孤
立
す
る
事

態
と
な
り
、
医
療
機
関
と
し
て
の
役

割
が
果
た
せ
な
い
状
況
と
な
り
ま
し

た
。こ

れ
ら
の
課
題
を
受
け
、
市
で
は

朝
倉
診
療
所
の
施
設
整
備
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

地
域
の
医
療
施
設
と
し
て
、
安
定

し
た
持
続
可
能
な
診
療
や
検
査
が
提

供
で
き
る
環
境
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

施設内や外観の状態を確認

現在の朝倉診療所

農業支援に取り組みます

コンビニ交付（イメージ）

附
帯
決
議

※写真はイメージです。

の
ロ
グ
ア
ウ
ト
を
徹
底
す
る
等
、
職

員
に
対
し
継
続
し
て
注
意
を
促
し
て

い
る
。
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物
価
高
騰
が
続
い
て
い
る

　
　
目
に
見
え
る
物
価
高
騰
へ
の
対
策
を

【一般質問】

朝倉市の将来を描く

　一般質問は、市の課題や方針等について、

議員自身の意見も交えながら市に考えを聞くも

のです。

　議会中継のページでは、生中継のほか、見

たい会議や議員名を選んで録画映像を視聴で

きます。

朝倉市議会　議会中継

スマホやパソコンから

交通公園の広さと景観を
もっと活用できないか

【一般質問】

一
般
質
問
者
６
人

安
心
・
安
全
・
発
展

住
み
や
す
さ
満
点
の
朝
倉
市
を
創
る
た
め
に

傍
聴
者
20
人

動画はこちら

質
問
項
目

① 

目
に
見
え
る
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

② 

山
田
堰
周
辺
の
環
境
向
上
に
つ
い
て

③ 

交
通
公
園
の
積
極
的
な
運
用
に
つ
い
て

④ 

公
共
の
男
性
ト
イ
レ
へ
の
サ
ニ
タ
リ
ー

　 

ボ
ッ
ク
ス
設
置
に
つ
い
て

(
全
６
項
目
・
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
)

　
　
福
岡
県
が
公
表
し
た
支
援
対
策
を
踏

ま
え
、
実
施
の
有
無
ま
た
は
実
施
す
る
場

合
の
手
順
な
ど
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
と
協
議

し
て
い
く
。

　
　
小
学
校
で
月
額
３
０
０
円
、
中
学
校
で

月
額
４
０
０
円
の
高
騰
分
を
補
助
し
、
保
護

者
負
担
分
を
据
え
置
い
て
い
る
。
ま
た
、
牛

　
　
ダ
ム
湖
畔
で
景
観
の
良
い
場
所
で
あ

り
、
多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

利
用
状
況
を
見
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の

活
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　
一
般
家
庭
に
対
す
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
価
格

高
騰
対
策
は
。

　
　
観
光
客
も
増
え
て
お
り
、
ト
イ
レ
の
重

要
性
に
つ
い
て
は
認
識
し
て
い
る
。
設
置
に

向
け
て
調
査
研
究
を
し
て
い
る
。

　
　
山
田
堰
に
ト
イ
レ
の
設
置
は
で
き
な

い
の
か
。

　
　
現
在
、
市
は
工
業
団
地
を
所
有
し
て

い
な
い
。
業
種
は
絞
ら
ず
、
進
出
希
望
の

企
業
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
、
情
報
提
供

や
関
係
手
続
き
の
支
援
を
し
な
が
ら
誘
致

を
進
め
て
い
る
。

　
　
市
は
用
地
交
渉
な
ど
を
主
に
担
当

し
、
福
岡
県
が
工
業
用
地
を
造
成
す
る
こ

と
に
な
る
。
団
地
内
外
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

費
用
は
市
の
負
担
と
な
る
。
造
成
工
事
完

了
ま
で
相
当
の
期
間
が
必
要
だ
が
、
現
在

の
企
業
進
出
の
勢
い
が
続
く
保
証
は
な

い
。
投
下
費
用
が
回
収
不
能
に
な
る
可
能

性
も
あ
り
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　
　
市
内
に
は
高
速
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
が
３
つ
も
あ
り
、
潜
在
能
力
は
高
い
。

企
業
誘
致
の
考
え
方
を
物
流
・
倉
庫
業
に

絞
れ
な
い
か
。

　
　
法
律
改
正
に
よ
り
、
市
町
村
は
企
業

進
出
が
未
定
の
段
階
で
は
、
工
業
団
地
を

準
備
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
　
工
業
団
地
を
新
設
し
な
い
の
か
。

　
　
福
岡
県
の
工
業
団
地
で
あ
れ
ば
、
不

　
　
企
業
誘
致
に
は
雇
用
の
側
面
も
あ
る
。

農
村
産
業
法
を
し
っ
か
り
見
な
が
ら
、
１

件
で
も
多
く
優
良
な
企
業
に
立
地
を
し
て

も
ら
う
こ
と
を
積
極
的
に
考
え
て
い
る
。

　
　
台
湾
企
業
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
が
熊
本
県
に
進

出
す
る
機
会
を
捉
え
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る

対
応
が
で
き
る
体
制
を
整
え
、
企
業
誘
致

を
進
め
る
べ
き
だ
。
市
長
の
考
え
は
。

　
　
小
中
学
校
給
食
費
の
高
騰
対
策
は
。

　
　
交
通
公
園
の
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
活
用
は
。

　
　
本
庁
舎
に
は
設
置
済
。
朝
倉
・
杷
木

支
所
で
は
、
両
支
所
と
も
１
階
フ
ロ
ア
に

あ
る
「
み
ん
な
の
ト
イ
レ
」
に
設
置
済
。

市
の
公
共
施
設
に
お
い
て
、
利
用
頻
度
の

高
い
ト
イ
レ
か
ら
随
時
、
設
置
を
進
め
て

い
く
。

胱
が
ん
の
患
者
さ
ん
た
ち
が
、
使
用
済
の

尿
漏
れ
パ
ッ
ト
等
を
捨
て
る
た
め
の
サ
ニ

タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
状
況
は
。

　
　
男
性
ト
イ
レ
に
、
前
立
腺
が
ん
や
膀

チャンスをつかめ

地域づくりは
コミュニティから

柴山 恭子　議員
しばやま きょうこ

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

① 

朝
倉
市
が
発
展
す
る
た
め
に
何
を

　 

し
た
ら
い
い
の
か

質
問
項
目

① 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
費

② 

同
報
系
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機

　 

導
入
機
器
更
新
事
業

(
全
５
項
目
・
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
)

Ｑ

工
業
団
地
を
新
設
し
な
い
の
か

Ａ

企
業
進
出
が
未
定
で
は
準
備
で
き
な
い

Ｑ

市
民
活
動
保
険
補
償
引
き
下
げ
に
つ
い
て

Ａ

市
内
部
で
決
定
　
配
慮
が
足
り
な
か
っ
た

　
　
補
償
額
の
引
き
下
げ
を
行
う
場
合
、

関
係
者
の
意
見
を
伺
い
検
討
す
べ
き
だ
っ

た
。
市
内
部
の
み
で
決
定
し
た
こ
と
は
、

配
慮
が
足
り
ず
、
議
会
に
対
し
て
も
説
明

を
行
う
べ
き
で
あ
っ
た
。
補
償
額
を
元
に

戻
し
、
そ
の
旨
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
務
局

長
等
へ
連
絡
し
た
。

　
　
市
民
活
動
保
険
の
補
償
内
容
の
変
更

に
つ
い
て
。

　
　
希
望
す
る
世
帯
、
一
部
の
方
へ
の
配

備
に
な
る
た
め
、
分
担
金
を
い
た
だ
く
。

　
　
戸
別
受
信
機
は
無
償
配
布
す
べ
き
。

　
　
今
年
度
、
防
水
改
修
工
事
の
設
計
を

し
、
来
年
度
、
屋
根
全
体
の
改
修
工
事
を

行
う
計
画
と
し
て
い
る
。

　
　
立
石
小
学
校
体
育
館
の
雨
漏
り
対
策

　
　
令
和
６
年
度
の
国
の
交
付
金
を
活
用

し
て
整
備
す
る
。

　
　
一
木
児
童
公
園
の
外
灯
及
び
ト
イ
レ

の
整
備
計
画
は
。

　
　
桜
の
植
え
替
え
は
、
令
和
５
年
度
か

ら
計
画
的
に
行
う
。
池
の
周
り
の
ツ
ツ
ジ

は
、
で
き
る
限
り
小
さ
く
剪
定
し
、
枯
れ

枝
等
は
伐
採
等
の
対
応
。
透
水
性
舗
装
は
、

国
の
補
助
事
業
等
の
活
用
を
分
析
研
究
。

芝
生
広
場
の
ス
ロ
ー
プ
・
手
す
り
は
、
設

置
で
き
な
い
か
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
甘
木
公
園
の
今
後
の
整
備
に
つ
い
て
。

徳永 秀俊　議員
とくなが ひでとし

乳
１
パ
ッ
ク
あ
た
り
６
円
の
補
助
を
実
施
す

る
た
め
の
補
正
予
算
を
上
程
し
て
い
る
。

中島 秀樹　議員
なかしま ひで  き

特
定
多
数
に
向
け
た
も
の
を
造
成
で
き

る
。
こ
れ
を
誘
致
す
る
考
え
は
な
い
か
。

に
つ
い
て
。
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物
価
高
騰
が
続
い
て
い
る

　
　
目
に
見
え
る
物
価
高
騰
へ
の
対
策
を

【一般質問】

朝倉市の将来を描く

　一般質問は、市の課題や方針等について、

議員自身の意見も交えながら市に考えを聞くも

のです。

　議会中継のページでは、生中継のほか、見

たい会議や議員名を選んで録画映像を視聴で

きます。

朝倉市議会　議会中継

スマホやパソコンから

交通公園の広さと景観を
もっと活用できないか

【一般質問】

一
般
質
問
者
６
人

安
心
・
安
全
・
発
展

住
み
や
す
さ
満
点
の
朝
倉
市
を
創
る
た
め
に

傍
聴
者
20
人

動画はこちら

質
問
項
目

① 

目
に
見
え
る
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

② 

山
田
堰
周
辺
の
環
境
向
上
に
つ
い
て

③ 

交
通
公
園
の
積
極
的
な
運
用
に
つ
い
て

④ 

公
共
の
男
性
ト
イ
レ
へ
の
サ
ニ
タ
リ
ー

　 

ボ
ッ
ク
ス
設
置
に
つ
い
て

(
全
６
項
目
・
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
)

　
　
福
岡
県
が
公
表
し
た
支
援
対
策
を
踏

ま
え
、
実
施
の
有
無
ま
た
は
実
施
す
る
場

合
の
手
順
な
ど
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
と
協
議

し
て
い
く
。

　
　
小
学
校
で
月
額
３
０
０
円
、
中
学
校
で

月
額
４
０
０
円
の
高
騰
分
を
補
助
し
、
保
護

者
負
担
分
を
据
え
置
い
て
い
る
。
ま
た
、
牛

　
　
ダ
ム
湖
畔
で
景
観
の
良
い
場
所
で
あ

り
、
多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

利
用
状
況
を
見
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の

活
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　
一
般
家
庭
に
対
す
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
価
格

高
騰
対
策
は
。

　
　
観
光
客
も
増
え
て
お
り
、
ト
イ
レ
の
重

要
性
に
つ
い
て
は
認
識
し
て
い
る
。
設
置
に

向
け
て
調
査
研
究
を
し
て
い
る
。

　
　
山
田
堰
に
ト
イ
レ
の
設
置
は
で
き
な

い
の
か
。

　
　
現
在
、
市
は
工
業
団
地
を
所
有
し
て

い
な
い
。
業
種
は
絞
ら
ず
、
進
出
希
望
の

企
業
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
、
情
報
提
供

や
関
係
手
続
き
の
支
援
を
し
な
が
ら
誘
致

を
進
め
て
い
る
。

　
　
市
は
用
地
交
渉
な
ど
を
主
に
担
当

し
、
福
岡
県
が
工
業
用
地
を
造
成
す
る
こ

と
に
な
る
。
団
地
内
外
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

費
用
は
市
の
負
担
と
な
る
。
造
成
工
事
完

了
ま
で
相
当
の
期
間
が
必
要
だ
が
、
現
在

の
企
業
進
出
の
勢
い
が
続
く
保
証
は
な

い
。
投
下
費
用
が
回
収
不
能
に
な
る
可
能

性
も
あ
り
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　
　
市
内
に
は
高
速
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
が
３
つ
も
あ
り
、
潜
在
能
力
は
高
い
。

企
業
誘
致
の
考
え
方
を
物
流
・
倉
庫
業
に

絞
れ
な
い
か
。

　
　
法
律
改
正
に
よ
り
、
市
町
村
は
企
業

進
出
が
未
定
の
段
階
で
は
、
工
業
団
地
を

準
備
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
　
工
業
団
地
を
新
設
し
な
い
の
か
。

　
　
福
岡
県
の
工
業
団
地
で
あ
れ
ば
、
不

　
　
企
業
誘
致
に
は
雇
用
の
側
面
も
あ
る
。

農
村
産
業
法
を
し
っ
か
り
見
な
が
ら
、
１

件
で
も
多
く
優
良
な
企
業
に
立
地
を
し
て

も
ら
う
こ
と
を
積
極
的
に
考
え
て
い
る
。

　
　
台
湾
企
業
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
が
熊
本
県
に
進

出
す
る
機
会
を
捉
え
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る

対
応
が
で
き
る
体
制
を
整
え
、
企
業
誘
致

を
進
め
る
べ
き
だ
。
市
長
の
考
え
は
。

　
　
小
中
学
校
給
食
費
の
高
騰
対
策
は
。

　
　
交
通
公
園
の
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
活
用
は
。

　
　
本
庁
舎
に
は
設
置
済
。
朝
倉
・
杷
木

支
所
で
は
、
両
支
所
と
も
１
階
フ
ロ
ア
に

あ
る
「
み
ん
な
の
ト
イ
レ
」
に
設
置
済
。

市
の
公
共
施
設
に
お
い
て
、
利
用
頻
度
の

高
い
ト
イ
レ
か
ら
随
時
、
設
置
を
進
め
て

い
く
。

胱
が
ん
の
患
者
さ
ん
た
ち
が
、
使
用
済
の

尿
漏
れ
パ
ッ
ト
等
を
捨
て
る
た
め
の
サ
ニ

タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
状
況
は
。

　
　
男
性
ト
イ
レ
に
、
前
立
腺
が
ん
や
膀

チャンスをつかめ

地域づくりは
コミュニティから

柴山 恭子　議員
しばやま きょうこ

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

① 

朝
倉
市
が
発
展
す
る
た
め
に
何
を

　 

し
た
ら
い
い
の
か

質
問
項
目

① 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
費

② 

同
報
系
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機

　 

導
入
機
器
更
新
事
業

(
全
５
項
目
・
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
)

Ｑ

工
業
団
地
を
新
設
し
な
い
の
か

Ａ

企
業
進
出
が
未
定
で
は
準
備
で
き
な
い

Ｑ

市
民
活
動
保
険
補
償
引
き
下
げ
に
つ
い
て

Ａ

市
内
部
で
決
定
　
配
慮
が
足
り
な
か
っ
た

　
　
補
償
額
の
引
き
下
げ
を
行
う
場
合
、

関
係
者
の
意
見
を
伺
い
検
討
す
べ
き
だ
っ

た
。
市
内
部
の
み
で
決
定
し
た
こ
と
は
、

配
慮
が
足
り
ず
、
議
会
に
対
し
て
も
説
明

を
行
う
べ
き
で
あ
っ
た
。
補
償
額
を
元
に

戻
し
、
そ
の
旨
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
務
局

長
等
へ
連
絡
し
た
。

　
　
市
民
活
動
保
険
の
補
償
内
容
の
変
更

に
つ
い
て
。

　
　
希
望
す
る
世
帯
、
一
部
の
方
へ
の
配

備
に
な
る
た
め
、
分
担
金
を
い
た
だ
く
。

　
　
戸
別
受
信
機
は
無
償
配
布
す
べ
き
。

　
　
今
年
度
、
防
水
改
修
工
事
の
設
計
を

し
、
来
年
度
、
屋
根
全
体
の
改
修
工
事
を

行
う
計
画
と
し
て
い
る
。

　
　
立
石
小
学
校
体
育
館
の
雨
漏
り
対
策

　
　
令
和
６
年
度
の
国
の
交
付
金
を
活
用

し
て
整
備
す
る
。

　
　
一
木
児
童
公
園
の
外
灯
及
び
ト
イ
レ

の
整
備
計
画
は
。

　
　
桜
の
植
え
替
え
は
、
令
和
５
年
度
か

ら
計
画
的
に
行
う
。
池
の
周
り
の
ツ
ツ
ジ

は
、
で
き
る
限
り
小
さ
く
剪
定
し
、
枯
れ

枝
等
は
伐
採
等
の
対
応
。
透
水
性
舗
装
は
、

国
の
補
助
事
業
等
の
活
用
を
分
析
研
究
。

芝
生
広
場
の
ス
ロ
ー
プ
・
手
す
り
は
、
設

置
で
き
な
い
か
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
甘
木
公
園
の
今
後
の
整
備
に
つ
い
て
。

徳永 秀俊　議員
とくなが ひでとし

乳
１
パ
ッ
ク
あ
た
り
６
円
の
補
助
を
実
施
す

る
た
め
の
補
正
予
算
を
上
程
し
て
い
る
。

中島 秀樹　議員
なかしま ひで  き

特
定
多
数
に
向
け
た
も
の
を
造
成
で
き

る
。
こ
れ
を
誘
致
す
る
考
え
は
な
い
か
。

に
つ
い
て
。

7 令和５年８月１日号　あさくら市議会だより



【一般質問】 【一般質問】

災害時に威力を
発揮するために

命を守る避難所

朝農跡地の銀杏並木
朝倉の宝のひとつ

行
政
視
察
　
全
国
か
ら

紀の川市議会（和歌山県）

「あいのりタクシーについて」

甲府市議会（山梨県）

「防災（水害対策）に関する

取組について」

　
朝
倉
市
の
取
り
組
み
が
、
全
国
各
地
の
議
会
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
今
後
の
参
考
に
す
る
。

　
　
行
政
の
人
手
不
足
は
明
ら
か
。
避
難

者
と
協
力
し
て
避
難
所
運
営
を
行
う
た
め

の
共
通
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
当
時
、
車
両
の
更
新
計
画
は
な
く
、

分
団
関
係
者
と
協
議
の
上
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
を

貸
与
し
た
。
消
防
団
組
織
改
革
の
中
で
、
本

件
も
含
め
、
機
材
・
設
備
等
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
全
般
的
な
見
直
し
を
進
め
て
い
く
。

　
　
平
成
29
年
九
州
北
部
豪
雨
で
水
没
し

た
消
防
ポ
ン
プ
車
の
代
替
と
し
て
、
白
の

軽
ト
ラ
ッ
ク
に
可
搬
式
ポ
ン
プ
を
載
せ
た

状
態
が
６
年
間
続
い
て
い
る
。
緊
急
車
両

と
し
て
機
能
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
公
職
選
挙
法
に
従
い
配
布
を
し
て
い
る
。

　
　
選
挙
公
報
の
配
布
を
早
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
。

　
　
手
順
を
確
認
す
る
等
、
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　
　
点
字
投
票
の
点
字
盤
貸
出
に
時
間
が

か
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
準
備
体
制

は
で
き
て
い
た
の
か
。

　
　
今
後
、
確
立
さ
れ
て
い
く
個
別
避
難

計
画
に
基
づ
き
、
身
内
や
近
所
の
方
等
で

助
け
合
っ
て
安
全
を
確
保
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
福
祉
避
難
所
の
開
設
・
受

け
入
れ
を
要
請
で
き
る
準
備
を
し
て
い
る
。

　
　
有
事
の
際
、
要
配
慮
者
は
ど
こ
に

連
絡
す
れ
ば
手
助
け
を
し
て
も
ら
え
る

の
か
。

飯田 早苗　議員
いい だ さ なえ

動画はこちら

質
問
項
目

① 

市
民
と
築
く
避
難
所
運
営
に
つ
い
て

② 

消
防
団
員
確
保
及
び
消
防
団
車
両
の

　 

改
善
に
つ
い
て

③ 

有
権
者
目
線
で
の
選
挙
の
実
現
に
つ

　 

い
て

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を

　
　
必
要
な
対
策
を
行
い
、
流
下
能
力
が

確
保
さ
れ
て
い
る
と
確
認
し
て
い
る
。
災

害
前
に
比
べ
、
全
体
と
し
て
の
治
水
の
安

全
度
は
格
段
に
向
上
し
て
い
る
。

　
　
災
害
復
旧
で
未
完
成
状
態
の
河
川
に

お
け
る
治
水
の
安
全
性
は
ど
う
か
。

　
　
近
年
、
筑
後
川
の
水
位
上
昇
が
顕
著

で
あ
り
、
上
流
域
で
の
更
な
る
洪
水
抑
制

の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。
上
流
域
の
自

治
体
と
話
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
筑
後
川
の
河
川
水
位
の
上
昇
に
つ
い

て
、
上
流
域
で
の
更
な
る
洪
水
の
制
御
が

必
要
で
は
な
い
か
。
市
長
の
考
え
は
。

　
　
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
る
職
員
数
は

満
た
し
て
い
る
。
対
応
困
難
な
ケ
ー
ス
は

市
と
連
携
し
て
お
り
、
今
後
も
連
携
し
て

対
応
し
て
い
く
。

　
　
多
岐
に
わ
た
る
相
談
に
対
応
す
べ

く
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
数

を
増
や
せ
な
い
か
。

　
　
寺
内
ダ
ム
に
災
害
時
の
土
砂
が
堆
積

し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
が
、
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

渡辺 　毅　議員
わたなべ つよし

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

① 

河
川
等
災
害
復
旧
事
業
の
進
捗
に

　 

つ
い
て

② 

寺
内
ダ
ム
の
貯
水
池
管
理
と
貯
水

　 

池
の
プ
ー
ル
運
用
に
つ
い
て

③ 

ダ
ム
群
連
携
事
業
及
び
寺
内
ダ
ム

　 

再
生
事
業
に
つ
い
て

④ 

筑
後
川
の
治
水
対
策
に
つ
い
て

⑤ 

朝
倉
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　 

に
つ
い
て

質
問
項
目

① 

朝
倉
市
の
特
性
を
生
か
し
た
成
長

　 

戦
略
に
つ
い
て

Ｑ

新
市
庁
舎
を
朝
農
跡
地
に
建
設
し
て
は

Ａ

現
計
画
を
変
更
す
る
考
え
は
な
い

　
　
今
後
、
人
口
減
少
や
節
水
機
器
の
普

及
等
に
よ
り
、
水
の
需
要
減
少
が
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
既
存
の
水
道
施
設
の
更
新

が
急
務
と
な
っ
て
お
り
、
先
行
投
資
は
難

し
い
。

　
　
企
業
誘
致
を
促
す
た
め
に
、
上
下
水

道
の
整
備
地
域
を
拡
大
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
整
備
す

る
方
針
に
変
更
し
て
い
る
。

　
　
朝
農
跡
地
の
体
育
館
建
設
予
定
地

は
、
ど
う
す
る
計
画
か
。

　
　
新
市
庁
舎
建
設
の
現
計
画
で
は
、
新

庁
舎
に
西
鉄
バ
ス
の
乗
り
入
れ
が
で
き
る

の
か
。

　
　
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
の

判
断
に
な
る
。
現
在
、
運
行
し
て
い
る
市

街
地
循
環
バ
ス
の
乗
り
入
れ
を
検
討
し
て

い
る
。

　
　
現
計
画
は
、
西
鉄
、
甘
鉄
の
甘
木
駅

か
ら
近
い
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
財
源
で

あ
る
合
併
特
例
債
の
期
限
の
問
題
も
あ

る
。
議
会
の
議
決
を
経
て
進
め
て
き
た
計

画
を
変
更
す
る
考
え
は
な
い
。

　
　
朝
農
跡
地
は
市
の
所
有
地
で
あ
る
。

こ
こ
に
新
市
庁
舎
を
建
設
す
れ
ば
、
用
地

取
得
費
の
６
億
４
５
０
０
万
円
は
不
要
で

あ
り
、
上
水
道
を
引
き
込
め
ば
企
業
誘
致

の
突
破
口
に
も
な
り
得
る
。
西
鉄
バ
ス
の

路
線
で
も
あ
り
、
乗
り
入
れ
も
容
易
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
利
点
を
考
慮
し
、
朝
農
跡

地
に
新
庁
舎
を
建
設
し
て
は
ど
う
か
。

高
齢
者
の
身
近
な
相
談
窓
口
で
あ
る

 
 
 
 

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
数
の
充
実
を

　
　
ダ
ム
管
理
者
に
、
堆
積
土
砂
の
計
画

的
な
撤
去
を
引
き
続
き
求
め
て
い
く
。
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くまもと まさひろ
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【一般質問】 【一般質問】

災害時に威力を
発揮するために

命を守る避難所

朝農跡地の銀杏並木
朝倉の宝のひとつ

行
政
視
察
　
全
国
か
ら

紀の川市議会（和歌山県）

「あいのりタクシーについて」

甲府市議会（山梨県）

「防災（水害対策）に関する

取組について」

　
朝
倉
市
の
取
り
組
み
が
、
全
国
各
地
の
議
会
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
今
後
の
参
考
に
す
る
。

　
　
行
政
の
人
手
不
足
は
明
ら
か
。
避
難

者
と
協
力
し
て
避
難
所
運
営
を
行
う
た
め

の
共
通
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
当
時
、
車
両
の
更
新
計
画
は
な
く
、

分
団
関
係
者
と
協
議
の
上
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
を

貸
与
し
た
。
消
防
団
組
織
改
革
の
中
で
、
本

件
も
含
め
、
機
材
・
設
備
等
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
全
般
的
な
見
直
し
を
進
め
て
い
く
。

　
　
平
成
29
年
九
州
北
部
豪
雨
で
水
没
し

た
消
防
ポ
ン
プ
車
の
代
替
と
し
て
、
白
の

軽
ト
ラ
ッ
ク
に
可
搬
式
ポ
ン
プ
を
載
せ
た

状
態
が
６
年
間
続
い
て
い
る
。
緊
急
車
両

と
し
て
機
能
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
公
職
選
挙
法
に
従
い
配
布
を
し
て
い
る
。

　
　
選
挙
公
報
の
配
布
を
早
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
。

　
　
手
順
を
確
認
す
る
等
、
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　
　
点
字
投
票
の
点
字
盤
貸
出
に
時
間
が

か
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
準
備
体
制

は
で
き
て
い
た
の
か
。

　
　
今
後
、
確
立
さ
れ
て
い
く
個
別
避
難

計
画
に
基
づ
き
、
身
内
や
近
所
の
方
等
で

助
け
合
っ
て
安
全
を
確
保
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
福
祉
避
難
所
の
開
設
・
受

け
入
れ
を
要
請
で
き
る
準
備
を
し
て
い
る
。

　
　
有
事
の
際
、
要
配
慮
者
は
ど
こ
に

連
絡
す
れ
ば
手
助
け
を
し
て
も
ら
え
る

の
か
。

飯田 早苗　議員
いい だ さ なえ

動画はこちら

質
問
項
目

① 

市
民
と
築
く
避
難
所
運
営
に
つ
い
て

② 

消
防
団
員
確
保
及
び
消
防
団
車
両
の

　 

改
善
に
つ
い
て

③ 

有
権
者
目
線
で
の
選
挙
の
実
現
に
つ

　 

い
て

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を

　
　
必
要
な
対
策
を
行
い
、
流
下
能
力
が

確
保
さ
れ
て
い
る
と
確
認
し
て
い
る
。
災

害
前
に
比
べ
、
全
体
と
し
て
の
治
水
の
安

全
度
は
格
段
に
向
上
し
て
い
る
。

　
　
災
害
復
旧
で
未
完
成
状
態
の
河
川
に

お
け
る
治
水
の
安
全
性
は
ど
う
か
。

　
　
近
年
、
筑
後
川
の
水
位
上
昇
が
顕
著

で
あ
り
、
上
流
域
で
の
更
な
る
洪
水
抑
制

の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。
上
流
域
の
自

治
体
と
話
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
筑
後
川
の
河
川
水
位
の
上
昇
に
つ
い

て
、
上
流
域
で
の
更
な
る
洪
水
の
制
御
が

必
要
で
は
な
い
か
。
市
長
の
考
え
は
。

　
　
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
る
職
員
数
は

満
た
し
て
い
る
。
対
応
困
難
な
ケ
ー
ス
は

市
と
連
携
し
て
お
り
、
今
後
も
連
携
し
て

対
応
し
て
い
く
。

　
　
多
岐
に
わ
た
る
相
談
に
対
応
す
べ

く
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
数

を
増
や
せ
な
い
か
。

　
　
寺
内
ダ
ム
に
災
害
時
の
土
砂
が
堆
積

し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
が
、
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

渡辺 　毅　議員
わたなべ つよし

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

① 

河
川
等
災
害
復
旧
事
業
の
進
捗
に

　 

つ
い
て

② 

寺
内
ダ
ム
の
貯
水
池
管
理
と
貯
水

　 

池
の
プ
ー
ル
運
用
に
つ
い
て

③ 

ダ
ム
群
連
携
事
業
及
び
寺
内
ダ
ム

　 

再
生
事
業
に
つ
い
て

④ 

筑
後
川
の
治
水
対
策
に
つ
い
て

⑤ 

朝
倉
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　 

に
つ
い
て

質
問
項
目

① 

朝
倉
市
の
特
性
を
生
か
し
た
成
長

　 

戦
略
に
つ
い
て

Ｑ

新
市
庁
舎
を
朝
農
跡
地
に
建
設
し
て
は

Ａ

現
計
画
を
変
更
す
る
考
え
は
な
い

　
　
今
後
、
人
口
減
少
や
節
水
機
器
の
普

及
等
に
よ
り
、
水
の
需
要
減
少
が
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
既
存
の
水
道
施
設
の
更
新

が
急
務
と
な
っ
て
お
り
、
先
行
投
資
は
難

し
い
。

　
　
企
業
誘
致
を
促
す
た
め
に
、
上
下
水

道
の
整
備
地
域
を
拡
大
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
整
備
す

る
方
針
に
変
更
し
て
い
る
。

　
　
朝
農
跡
地
の
体
育
館
建
設
予
定
地

は
、
ど
う
す
る
計
画
か
。

　
　
新
市
庁
舎
建
設
の
現
計
画
で
は
、
新

庁
舎
に
西
鉄
バ
ス
の
乗
り
入
れ
が
で
き
る

の
か
。

　
　
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
の

判
断
に
な
る
。
現
在
、
運
行
し
て
い
る
市

街
地
循
環
バ
ス
の
乗
り
入
れ
を
検
討
し
て

い
る
。

　
　
現
計
画
は
、
西
鉄
、
甘
鉄
の
甘
木
駅

か
ら
近
い
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
財
源
で

あ
る
合
併
特
例
債
の
期
限
の
問
題
も
あ

る
。
議
会
の
議
決
を
経
て
進
め
て
き
た
計

画
を
変
更
す
る
考
え
は
な
い
。

　
　
朝
農
跡
地
は
市
の
所
有
地
で
あ
る
。

こ
こ
に
新
市
庁
舎
を
建
設
す
れ
ば
、
用
地

取
得
費
の
６
億
４
５
０
０
万
円
は
不
要
で

あ
り
、
上
水
道
を
引
き
込
め
ば
企
業
誘
致

の
突
破
口
に
も
な
り
得
る
。
西
鉄
バ
ス
の

路
線
で
も
あ
り
、
乗
り
入
れ
も
容
易
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
利
点
を
考
慮
し
、
朝
農
跡

地
に
新
庁
舎
を
建
設
し
て
は
ど
う
か
。

高
齢
者
の
身
近
な
相
談
窓
口
で
あ
る

 
 
 
 

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
数
の
充
実
を

　
　
ダ
ム
管
理
者
に
、
堆
積
土
砂
の
計
画

的
な
撤
去
を
引
き
続
き
求
め
て
い
く
。

熊本 正博　議員
くまもと まさひろ

岡崎市議会（愛知県）
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広
報
委
員
会

福岡県朝倉市菩提寺412番地2

７
月
４
日
、
生
い

立

つ

保

育

園

で

プ
ー
ル
開
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
前

日
ま
で
の
雨
も
上

が
り
、
子
ど
も
た

ち

は

元

気

よ

く

プ
ー
ル
に
入
り
ま

し
た
。

プ
ー
ル
で
は
、
水

遊
び
の
決
ま
り
を

し
っ
か
り
守
り
、

先
生
や
お
友
達
と

楽
し
く
遊
ん
で
い

ま
し
た
。

だ
け
ど
、
ち
ょ
っ

ぴ

り

水

が

冷

た

か
っ
た
か
な
。

６
月
17
日
、恒
例
の

山
田
堰
堀
川
用
水
通

水
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
日
を
待
ち
わ

び
た
市
民
や
観
光
客

が
、
菱
野
の
「
三
連
水

車
」
を
訪
れ
、
水
の
到

着
を
見
守
り
ま
し
た
。

近
所
の
保
育
園
児

た
ち
の
「
が
ん
ば
れ
」

の
掛
け
声
と
と
も
に
、

水

を

得

た

水

車

は

ゆ
っ
く
り
と
回
り
始

め
ま
し
た
。

二
連
水
車
と
合
わ

せ
、
35
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

田
を
潤
し
ま
す
。
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【一般質問追跡】

　令和５年４月１日より、５０歳以上の市民を対象

に接種費用の一部助成を行う。

（助成期間は、令和６年３月３１日まで）

詳しくは、健康課 ０９４６-２２-８５７１（直通）まで。

国の動向を注視しながら、助成について検討

していきたい。

帯状疱疹予防ワクチンの公費助成を導入でき

ないか。（令和４年１２月定例会）

▲かかりつけ医師にご相談を

　議会での一般質問が
市政にどう反映されたか。
その後を追います。

次回定例会の予定

８月31日開会日
９月５日～７日一般質問

９月７日議案質疑

９月13日～19日特別委員会
９月８日～12日常任委員会

９月22日閉会日 

※８月25日の議会運営委員会
で変更になる場合があります。

猛
暑
と
梅
雨
明
け
で
ま
す
ま
す

暑
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

熱
中
症
に
併
せ
て
、ま
だ
収
束

が
み
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
は
、充
分
お
気
を
付

け
下
さ
い
。

６
月
議
会
よ
り
新
体
制
に
な
り

ま
し
た
。よ
り
多
く
の
方
に
と
っ

て
身
近
な
議
会
を
目
指
し
、新
メ

ン
バ
ー
で
協
力
し
、市
議
会
だ
よ

り
を
作
っ
て
参
り
ま
す
。

く
ま
も
と

ま
さ
ひ
ろ

と
く
な
が

ひ
で
と
し

ひ   

の

や
す
の
ぶ

い
い  

だ

い
し  

い

さ 

な
え

せ
い  

じ

わ
た
な
べ

つ
よ
し

委
員
長
　
　
熊
本
　
正
博

副
委
員
長
　
徳
永
　
秀
俊

委
員
　
　
　
渡
辺
　
　
毅

委
員
　
　
　
飯
田
　
早
苗

委
員
　
　
　
石
井
　
清
治

委
員
　
　
　
日
野
　
泰
信

表
紙
の
風
景

議
員
の
１
枚
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